
 

 

  

 

  

 

春の園遊会 

国際女性の地位協会会長 山下泰子先生御夫妻御招待 

― おめでとうございます ― 

 端午の節句を目前にして一冊の会事務所では、１９９３年以降日本政府が主導し、国連、国

連開発計画（UNDP）、アフリカ連合会議（AUC）及び世界銀行と共同で開催している、アフ

リカの開発をテーマとする国際会議であるＴＩＣＡＤの勉強会を重ねています。一冊の会には、

日本タンザニア友好協会と日本レソト王国友好協

会があります。赤松良子筆頭最高顧問・佐藤啓太郎

元大使や（一社）アフリカ開発協会矢野哲朗会長・

林弘子宮崎公立大学学長が最高顧問として在籍し

て下さっています。TICAD は第 1 回から 5 回まで

日本で開催しておりますが、今回は初のアフリカで

の開催となり、ケニアで２０１６年８月２７、２８

日に開催されます。それに併せてアフリカの空にたくましいロマンあふれる「こいのぼり」を

泳がせたいと考えています。日本の空では「こいのぼり」が三色の吹き流しとクオータ制導入

の流しと共に事務所で元気に泳いでいます。なんと時を同じくして茨城県取手の「ビアングル

ープ」の水上さんからミニチュアのこいのぼりが郵送され、大にぎわいの所へ、またまた嬉し

いビッグニュースが届きました。一冊の会の皆さんが尊敬する「法女性学」をお教えくださっ

た山下泰子先生からのメールです。天皇・皇后両陛下のお招きで赤坂御苑の園遊会に国際女性

の地位協会会長として先生御夫妻が御出席になられた時の様子をお知らせくださったのです。

１８００名参加の中、お声かけなさりながら会場を歩まれたそうです。 

―なんと―山下先生御夫妻の前で天皇陛下から「国際女性の地位協会はどういうお仕事をされ

ましたか」とお尋ねになり、「女性差別撤廃条約の研究、普及に長年取り組んで参りました」

とお答えなさったそうです。皇后陛下には１９９５年国際大学女性連盟の国際大会で皇后さま

が英語でスピーチをしてくださったお礼を申し上げると「いい会議でした。私の英語はどう

も････青木怜子先生が会長でしたね」とおっしゃり、その後にネパール訪問の思い出をお話に 
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なった、とのことです。 

 紀子様は山下先生のお召し物をご覧になって「きれいなサリーですね。緑がよく映えます」

とお褒めくださったとのこと。私どもが想像してもきっと山下先生は

美しかったと思います。「ネパール女性教員の養成をしております。」

と申し上げると紀子様は「友人がアフリカで幼稚園教育に取り組んで

おります。『さくら幼稚園』という名です」とのこと。「私どもがやっ

ているネパールのポカラの寮も『さくら寮』です」と申し上げ「さく

ら繋がりですね」となりました。紀子さまもポカラを訪問したことが

おありとのこと、とご報告を頂きました。一冊の会がタンザニアに贈

ったさくら幼稚園。また昨年のネパール大地震支援では、未来を担う

若き小・中・高・大学生の連携プレーで友人、知人から集めた鉛筆を

山下先生に託し、華づなの輪が地道に広がっており、きっと将来大輪の華に成長することでし

ょう。美しい人の輪に感動したひとときでした。 

 

1993 年 情報知識「Ｉｍｉｄａｓ」p347 に掲載。 

『国際女性の地位協会（ＪＡＩＷＲ）1987 年 9 月に東京で設立』 

 女性差別撤廃条約の研究を中心に、この条約の国内外での実施状況の調査や国連

などの動きを国内で紹介。弁護士で元国連日本政府代表の伊東すみ子を会長に山下

教授が常務理事として発足。伊東東京裁判所判事就任に伴い、89 年 6 月より前ウル

グアイ大使・国連女性差別撤廃委員会委員の赤松良子先生が会長を引き継いだ。 

現在は山下泰子先生が会長。（※出典元の記述の一部を掲載） 

 

 端午の節句には、日本は菖蒲を飾る習慣があります。「菖蒲（しょうぶ）」は「勝負」です。

何事も勝たねばなりません。残念なことに今年は熊本で１２５０回を越える地震がありました。

今日も続いています。現地に電話をしますと「毎日が連続の揺れ続きで心が休まる時もない状

態ですが、でも私達のことはなんとか助け合って乗り切ります。それよりも南米エクアドル地

震に一冊の会は目を向けて下さい」と温かい思いやりある誇り高い申し出がありました。熊本

の皆さんは昨年、一冊の会５０周年記念の会合に駆けつけてくださった有り難い方々です。そ

こで皆さんの真心の支援は死者６５０名を越える甚大な被害を被った海の向こうの被災地エ

クアドルにお届けいたします。心からの哀悼の意を表し、一日も早い復興を共に念じつつお届

けいたします。 

※とは言っても熊本も大変です。復興には時間がかかることゆえ、別の方法で熊本への支援をして参ります。 

 

  ※掲載記事、写真等の無断転載及び複写を禁止します。Copyright(C)2016 Issatsu no Kai. All Rights Reserved. 

編集・文責：大槻、小山 

協力：瀧川 


